




ワイン
ビジネス

ポルトガル輸出額全体における割合

ワイン生産量

生産量における輸出割合

輸出金額

ポルトガルの食品輸出額における割合



ポルトガル
世界的ワイン生産国

ワイン生産量

ワイン輸出

世界全体の中のシェア



土着品種

多様性
土壌＆気候

文化的要因
人々＆ワインメイキング

ユニークなテロワール



ポルトガル 2000 BC
ポルトガルにおける

ワイン造りの長い歴史ワイン作りはポルトガルの文化であり伝統だ。

ワイン造りは我々の伝統であり、北部
から南部まで、それぞれのテロワール
にそれが現れています。

食とワインは国の文化の本質
的な部分である



ポートワイン
世界で最も知られているポルトガルの酒精
強化ワイン

ポートワインはイギリス王室
御用達ワインです

世紀はドウロのワイン生産が拡大し、

ワインの輸出が急成長した時代である



アメリカ合衆国独立宣言の際には

マデイラワインで乾杯が行われました

マデイラワインはヨーロッパのワインの中で初め

てアメリカやアジアに持ち込まれたワインです

マデイラ
ワイン
世界的ワインのひとつ



モスカテルワ
イン
ポルトガルワインの隠れた宝石



ポルトガルのワインメーカーは、情熱と専門知
識、そしてテロワール、気候、ブドウ品種を組
み合わせ、比類なきワインを見事に作り出して
います。

ブレンド
ポルトガルワインを特徴づける重要な要素





250を超える
固有品種

豊かで多様なブドウ畑が国中に広
がっており、ポルトガルのワイン生
産者の想像力がその畑の可能性
を引き出します。







花崗岩 
(ヴィーニョ・ヴェルデ、ダオン、ドウロ、アレンテ
ージョ)
片岩 
(ドウロ、アレンテージョ) 

粘土
(バイラーダ、テージョ、ペニンシュラ・デ・セトゥ
ーバル、リシュボア)
石灰岩 

(バイラーダ、テージョ、ペニンシュラ・デ・セトゥーバル、リ
シュボア)
砂

(バイラーダ、テージョ、ペニンシュラ・デ・セトゥーバル、リ
シュボア)

※同じ地域でも異なるタイプの土壌が混在していること
がある（ex.アレンテージョ）

豊かな土壌の種類

250種類以上ある土着品種と、様々な
気候や土壌が、ポルトガルワインの多
様性を生み出します。



2019年 10のワインを目的とした最
も素晴らしい旅行先

リスボン

ポルトガル

世界で最も素晴らしい旅行先
2019, 2018 and 2017

ヨーロッパで最も素晴らしい
旅行先



汎用性があり
ガストロノミック

ポルトガルワインの多様性と食事（とよい
時間）を楽しむ経験は世界のどこでも広く
楽しまれています。







木下インターナショナル

アルヴァリーニョ

https://soalheiro.com/




正光社

エンクルザード

http://www.casadapassarella.pt/




木下インターナショナル

ロウレイロ

http://www.esporao.com/




ワイン・エクスペリエンス

ヴィーニャス・ヴェーリャス

http://www.texturawines.pt/




木下インターナショナル

バガ

http://www.niepoort-vinhos.com/




ロウペイロ、アリント

http://www.coelheiros.pt/




モトックス

http://www.sogevinus.com/




トゥーリ
ガ・ナシオナル、ソウザオンなど

https://www.antoniomacanita.com/




アリカンテ・ブーシェ、トゥーリガ・ナ
シオナル、シラー、プティ・ヴェルド

http://www.donamaria.pt/


モスカテル・ガレゴ・
ブランコ

http://www.adegadefavaios.pt/
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